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現在、ウエルネスツーリズムは世界的に注目され、産業的な発展をとげている。本論文は、こ

のツーリズムをテーマとし、先行研究の検討を通じて、ウエルネスツーリズムの定義と範囲を明

確化し、これを土台に、日本のウエルネスツーリズムの実情と特徴を明らかにすること目的とし

ている。 

ウエルネスツーリズムの中心となる「ウエルネス」という言葉は、治療の観点から見た健康と

は異なる心身の健やかな状態を指しており、1950 年代に Halbert Dunn によって提唱されて広ま

った。これを目指すツーリズムへの社会的関心の高まりを受け、欧米においては、ウエルネスツ

ーリズムの研究は、理論的探求から事例調査まで多岐に渡って蓄積されてきた。一方、日本で

は、事例調査は増えつつあるものの、いまだに研究の蓄積が十分とは言えない状況にある。とり

わけ、ウエルネスツーリズムの概念は、様々な定義の間の矛盾や実情との齟齬があるにもかかわ

らず、学術的検討がなされないままに特定の解釈が引用されることが多い。そこで本研究では、

第 1の課題として、欧米のウエルネスツーリズムの先行研究の検討を通じてウエルネスの定義と

範囲を確定することにした。この課題においては、健康と関わる他のツーリズムとして、ヘルス

ツーリズムとメディカルツーリズム、スパツーリズムにも目を向け、これらのツーリズムとウエ

ルネスツーリズムの関係性についても検討することにした。第 2の課題は、これを日本の事例に

応用し、日本のウエルネスツーリズム事業の特徴と実情を分析することである。 

第 1 の課題について、欧米の先行研究を検討した結果、本論文では、ウエルネスツーリズムを

「ウエルネス、すなわち body（身体）・mind（心）・spirit（人智を超えた力・生命エネルギ

ー）・environment（環境）といった総合的な観点から、健康的な思考や活動を通じて、自ら積極

的に健康で充実した人生を達成・維持・増進していくことを示す概念を体現する、医療目的でな

く自発的に行われるツーリズム」と定義づけた。このツーリズムとヘルスツーリズム、メディカ

ルツーリズムとの関係性については、まずヘルスツーリズムの下に他の 2 つが位置づけられると

した。ウエルネスツーリズムとメディカルツーリズムの関係については、ある程度の連続性が認

められるものの、受け身の医療行為の有無によって区別されうるとした。さらにウエルネスツー

リズムを旅行者の目的・行動を基準に細分化し、旅行者が専らウエルネスに係る行動のみを目的

とするものを「第一義ウエルネスツーリズム」、旅行中の複数の行動の中でメインとする目的が

ウエルネスに係る行動であるものを「第二義ウエルネスツーリズム」とし、各々の内に「レスト

型」・「アクティブレスト型」・「メディカルウエルネス型」の 3 つのカテゴリーを設定した。ま

た、ウエルネスツーリズムに完全に包括されるかどうかで議論されてきたスパツーリズムについ

て、旅行者が利用するスパの種類によって、ウエルネスツーリズムにもメディカルツーリズムに



もなりうる両方に跨るツーリズムであると結論づけた。 

第 2 の課題については、本論文で定めたウエルネスツーリズムの定義に該当する 44 の事業例

を調査した。この事例分析を通じて、日本におけるウエルネスツーリズムの現状として、以下の

点が確認できた。まず、完全に受身的なメディカルツーリズムの範疇にある事業の取り組みが少

なく、ウエルネスツーリズムの範疇に当たる取り組みが極めて多い。また、ここで挙げたウエル

ネスツーリズムの事業例は、ツーリストが取りうるウエルネス滞在スタイルの観点から、(1)宿泊

施設内完結型、(2)宿泊施設内+周辺環境利用型、(3)宿泊施設外の施設・プログラム利用型、(4)周

辺環境利用型の 4 つに分類しうると考えた。 

次に、上記 4 つの分類それぞれに該当する事例を挙げて、プログラムやサービス内容、集客方

法について、詳細に検討した。そして、その結果をふまえ、日本のウエルネスツーリズム事業の

取り組みにおける問題点を示し、その改善に向けた提案も行った。 

本論文で確認できた第 1 の問題は、日本では、幅広いウエルネス需要に対し、ウォーキングプ

ログラムや食事提供などの限定されたプログラムやサービスによって部分的にしか充足できてい

ないという点である。これを改善するにあたり、より多様なウエルネスツーリズム需要の受け皿

が必要であるが、施設あるいは自治体単体での取り組みには限界がある。そこで、提案したの

は、自治体と民間双方の得意分野を活かし補完しあう協業である。また、提供するプログラムの

充実に欠かせない講師の確保は、特に大都市から離れた地域では困難となる。そこで、人材派遣

システムの確立で対応することを提案した。第 2 の問題として、周辺環境利用型のウエルネス滞

在スタイルの推進の難しさを挙げた。これについては、訪問者が各自で環境を利用したウエルネ

ス滞在の仕方を見つける助けとして、事業体がモデルとなるウエルネス滞在プランを発信してい

くことを提案した。第 3 の問題として、メディカルウエルネス要素の強い欧米のウエルネスツー

リズム理論や取り組みは、ともすれば日本の観光実態にはそぐわない点があることを示し、日本

に適用する際には十分に注意する必要があるとした。最後に、ウエルネスツーリズムやヘルスツ

ーリズムにおいては、人材や設備確保の観点から大量集客は難しく、集客数ではなくリピーター

や地域のファンを増やす前提で進めていく必要があることを指摘した。 

以上のように、本論文は、これまで日本で十分に検討されてこなかった欧米の先行研究におけ

るウエルネスツーリズムの概念を吟味し、より妥当な定義を示すことで、本領域の研究の深化に

貢献している。また、事例分析に基づいて、日本のウエルネスツーリズム事業の問題を浮き彫り

にし、適用可能性の高い具体的な改善案を提示していることから、今後のウエルネスツーリズム

事業の発展にも寄与するものと考えられる。 


